
26 marine voice 21 Winter 2011 vol.272    

東
亜
建
設
工
業
株
式
会
社　

国
際
事
業
部
工
事
部
長

　

極
寒
の
地
で
あ
る
ロ
シ
ア
・
サ

ハ
リ
ン（
樺
太
）
に
赴
任
し
た
の

は
２
０
０
４
年
３
月
の
こ
と
。

「
そ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
仕

事
を
し
て
い
た
の
で
、
気
温
差
が

50
℃
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
」。

　

新
た
に
携
わ
っ
た
事
業
は
サ

ハ
リ
ン
Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
サ

ハ
リ
ン
島
の
北
東
部
で
石
油
・

天
然
ガ
ス
な
ど
を
採
掘
し
、
そ

れ
を
南
部
の
ア
ニ
ワ
湾
ま
で
約

８
０
０
㎞
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

運
ん
で
精
製
す
る
事
業
。
ロ
イ

ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル（
オ
ラ

ン
ダ
）、
三
井
物
産
、
三
菱
商

事
、
ガ
ス
ブ
ロ
ム（
ロ
シ
ア
）
が

共
同
出
資
す
る「
サ
ハ
リ
ン
エ
ナ

ジ
ー
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
」
が

事
業
主
体
と
な
り
、
日
本
の
千

代
田
化
工
建
設
・
東
洋
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
ロ
シ
ア
企
業
２
社
の

企
業
連
合（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
が
天
然

ガ
ス
液
化（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
プ
ラ
ン
ト

の
設
計
・
調
達
・
建
設（
Ｅ
Ｐ
Ｃ

契
約
）
を
担
当
し
た
。

　

東
亜
建
設
工
業
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
積
み
出
し
桟
橋

建
設
工
事
、
Ｏ
Ｅ
Ｔ（
オ
イ
ル
・

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

土
木
建
設
工
事
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
生
産
・
支
給
工
事
の
３
件
を
受

注
。
こ
の
う
ち
の
Ｏ
Ｅ
Ｔ
土
木

建
設
工
事
の
所
長
と
し
て
現
地

に
乗
り
込
ん
だ
。

　
「
何
も
な
い
原
野
の
中
か
ら
建

設
を
進
め
て
い
く
の
を
海
外
で

は〝
グ
ラ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
〞
と
い

う
が
、
こ
こ
は
ま
さ
に
そ
う
い

う
現
場
。
工
事
開
始
後
、
数
カ

月
経
っ
て
現
場
に
赴
任
し
た
が
、

こ
の
時
は
す
で
に
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
た
」

　

そ
の
一
つ
が
下
請
け
の
ロ
シ

ア
の
建
設
会
社
と
の
関
係
。「
旧

社
会
主
義
国
と
民
主
主
義
国
で

は
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
文
化
の

違
い
が
あ
る
。
す
で
に
元
下
請

関
係
は
最
悪
な
状
況
で
、
お
互

い
に
不
信
感
が
芽
生
え
て
い

た
。
ま
ず
は
そ
の
解
消
か
ら
始

め
た
」。
部
下
に
下
請
企
業
を
変

え
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
上
で
、

自
ら
下
請
企
業
の
会
合
に
参
加

し
、
対
話
を
心
が
け
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
っ
た
。

　

次
に
手
を
打
っ
た
の
が
使
用

骨
材
の
確
保
。「
計
画
で
は
現
場

で
掘
削
し
た
土
や
石
、
砂
を
一

部
使
う
計
画
と
な
っ
て
い
た
が
、

地
盤
が
悪
く
、
足
り
な
く
な
る

と
思
っ
た
。
そ
こ
で
地
元
の
石

材
屋
ら
と
連
携
し
て
採
掘
許
可

を
取
っ
た
」。
こ
れ
が
奏
功
し
、

骨
材
の
確
保
は
円
滑
に
で
き
た

と
い
う
。

　

工
事
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て

か
ら
は
、
採
算
性
の
確
保
に
頭

を
悩
ま
せ
た
。
海
外
工
事

で
は
Ｈ
Ｓ
Ｅ（
ヘ
ル
ス
・

セ
ー
フ
テ
ィ
・
エ
ン
バ
イ

ロ
メ
ン
ト
）、
品
質
、
工

程
と
い
う
課
題
に
加
え
、

採
算
性
の
問
題
が
必
ず
つ

き
ま
と
う
。「
利
益
確
保

に
明
確
な
答
え
は
な
い

が
、
そ
の
一
つ
は
発
注
者

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
取

引
業
者
ら
と
、
良
好
な
人

間
関
係
を
構
築
で
き
る
か

ど
う
か
だ
。
こ
れ
に
は
語

学
力
な
ど
関
係
な
い
。
相

手
の
ふ
と
こ
ろ
に
自
ら
飛

び
込
ん
で
い
け
る
か
が
大

切
に
な
る
。
そ
の
意
味
で

こ
の
現
場
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
厳
し
い
課
題
も
多
か
っ

た
が
、
周
囲
の
人
た
ち
と

良
い
人
間
関
係
が
で
き
た

サ
ハ
リ
ン
Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
Ｏ
Ｅ
Ｔ
土
木
建
設
工
事

良
好
な
人
間
関
係
を
ど
う
構
築
す
る
の
か

と
思
っ
て
い
る
」。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ラ
ン
ト
は
当
初
計

画
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
た
も
の

の
、
２
０
０
９
年
２
月
に
無
事

完
成
。
そ
の
プ
ラ
ン
ト
基
地
か

ら
日
本
や
韓
国
な
ど
に
出
荷
さ

れ
て
い
る
。

【上地図】サハリンⅡの推定可採埋蔵
量は石油約 1.03 億トン、天然ガス約
5000 億 m3。サハリンには 3～ 6のプ
ロジェクトが計画されている。
【右写真】ＬＮＧプラントは不凍港である
アニワ湾に建設された。   写真提供：SEIC
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